
 

 

 

令和８年４月１日 

 

                            東三鷹学園三鷹市立第六中学校 
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三鷹市立第六中学校「いじめ防止対策基本方針」 

 

 平成２５年６月２８日のいじめ防止対策推進法の施行に伴い、国では「いじめ防止基本方針」の

策定が進められ、国、東京都教育員会、三鷹市教育委員会としての基本方針を踏まえ、学校として

の基本方針を下記の通り実施する。 

  

記 

 

１ いじめ防止に向けての基本姿勢 

（１） いじめの兆候や発生を見逃さず、学校が迅速かつ組織的に対応するために、「いじめ」に対

する認識を全教職員で共有する。 

いじめの定義（いじめ防止対策推進法 第二条） 

 「いじめ」とは、生徒に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と 

一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネット 

を通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じて 

いるものをいう。 

（２） いじめはどの子供にも起こりうるという事実を踏まえ、すべての児童・生徒を対象に、い

じめに向かわせないための未然防止に取り組む姿勢を全教職員で共有する。 

 

２ 未然防止のための取組みの推進 

（１） 生徒が規律ある態度で授業や行事に主体的に参加・活躍できるような授業づくりや集団づ

くりを行うとともに、集団の一員としての自覚や自信を育むことにより、互いを認め合える

人間関係や学校風土を醸成する。 

  ① 学級経営案の充実 

  ② ＱＵ調査等の活用 

  ③ 学級経営研修会等の充実 

  ④ 計画的な学年運営の充実 

  ⑤ 生徒の居場所つくりのために放課後学習教室の実施 

 

（２） 全校集会や学級活動などで日常的にいじめの問題について触れ、「いじめは人間として絶対

に許されない」という認識を学校全体で共有する。 

  ① 人権尊重教育推進 

  ② 法令教育の推進 

 

（３） 生徒の豊かな情操と道徳心を培い、心の通う対人交流の能力の素地を養うために、全ての

教育活動を通じた道徳教育及び体験活動等の充実を図る。 

① 「心のノート」「東京都道徳教育教材集」「人権教育プログラム」の活用 

② 道徳授業地区公開講座の充実（人権尊重の視点に立った指導の充実） 

③ 中学生の職場体験の充実（社会奉仕活動の充実） 

④ 奉仕体験活動の推進（地域ボランティア等の積極的な推進） 



 

 

 

（４） 生徒の携帯電話やスマートフォン等の情報端末の利用によるネット上のいじめやトラブル

を未然に防ぐために、東三鷹学園スタンダード「SNS 学校ルール（TEH 作成）」をもとに、情

報モラル教育や学園・学校ルール啓発を推進する。 

  ① 全校集会、学活等を利用し、生徒自らが「情報モラル」についての理解を深め、学校ルール

について考え、作成する機会を設ける。 

  ② 保護者会等、様々な機会を通して、家庭におけるルール作りを保護者に働きかける。 

  ③ 上記①②の取り組みにおいて、「ネット社会を生きる力を育むために」（平成 27 年 4 月三鷹

市教育委員会）、「SNS 東京ルール」（平成 27 年 11 月東京都教育委員会）等を参考にする。 

 

３ 早期発見のための取組みの推進 

 いじめの早期発見は、いじめへの迅速な対処の前提であり、教職員が連携して、児童・生徒の

ささいな変化に気付く力を高めることが重要である。いじめは大人の目に付きにくい時間や場所

で行われたり、遊びやふざけあいを装って行われたりするなど、大人が気付きにくく判断しにく

い形で行われることを認識し、些細な兆候であっても、いじめではないかとの疑いを持って、早

い段階から的確に関わりを持ち、いじめを隠したり軽視したりすることなく積極的にいじめを認

知することができるよう、早期発見の取組みを推進する。 

①日常的な観察 

休み時間や放課後の雑談の中などで、児童・生徒の様子に目を配る。また、個人ノートや生

活ノート等、教職員と生徒の間で日常行われている日記等を活用し、交友関係や悩みを把握す

る。 

②教育相談 

個人面談や家庭訪問の機会を活用したり、教育相談週間を設定したりするなど、生徒の悩み

を個別に聞く機会を設ける。 

③相談窓口の周知 

保護者会等で、基本方針やスクールカウンセラーや養護教諭等による相談窓口について周知

する。 

④定期的なアンケートの実施 

安心していじめを訴えられるように学園として５月、１０月、２月に生活実態全般に係る調

査やいじめに関するアンケート調査を実施するとともに、相談週間を設け生徒から話を聞く。 

  ⑤主幹会議・各種会議の活用 

朝の主幹会議や週１回開催の企画会議、教育支援委員会、生活指導部会及びいじめ対策委員

会において、生徒の情報交換や研修等を行い、いじめの早期発見、早期対応を行う。 

   

４ いじめ対策のための校内組織の設置と役割 

（１） 管理職、主幹教諭、生活指導主任、学年主任、養護教諭、教育支援コーディネーター、ス

クールカウンセラー等からなる、いじめの防止等の対策のための校内組織を設置する。 

（２） 基本方針の策定、見直しを行い、いじめ問題に関する年間指導計画の作成、進行管理、い

じめの未然防止・早期発見・事案の実行的対処、いじめの「疑い」「認知」及び「解消」「解

決」の判断、行内研修の計画、実施を行う。 

（３） 当該組織が中心となり、いじめの定義に基づく状況であることが確認された場合はいじめ

「認知」の段階とし、いじめ解決に向けた「早期対応」を行う。いじめの発見・通報を受け

た教員は、一人で抱え込まず、直ちに校内組織に報告して情報を共有し、速やかに関係児童・

生徒からの聴き取りを行っていじめの事実の有無を確認するなど、組織的に対応する。 

（４）いじめの解消は、いじめの原因や背景となった事象が改善されたことにより当該いじめ行為

がなくなったことについて、複数の教職員による確認と、いじめを受けた児童と保護者及び

いじめを行った児童等からの聞き取りに基づいて、対策委員会が判断する。 



 

 

 

（５）いじめがあった場合に、迅速かつ組織的な対応ができるように、平素から校内組織の在り方

や活用の仕方について、全ての教職員で研修等行い、共通理解を図っておく。 

（６）「平成２８年度ふれあい月間等いじめ状況調査」（三鷹市教育委員会指導課作成の Excel シー

ト）等の様式を用いて、いじめ問題に関する指導記録を保存し、校内で情報を共有するとと

もに、進級・進学の際に適切に指導をできるよう引き継ぎを行う。生徒アンケート及び問題

行動等状況記録シートは、校長が実施年度末から 3 年間保管する。 

５ 教育委員会や関係機関等との連携 

（１）いじめが確認された場合、必要に応じてスクールカウンセラーや、スクールソーシャルワー

カー、所轄警察署などの協力を得て解決に取組むとともに、その再発を防止する措置をとる。

保護者、関係諸機関、市等と連携し、「未然防止」「早期発見」「早期対応」「重大事態への対

処」「解消の判断と解消後の対応」「解決の判断」を組織的・継続的に講じていく。 

（２）いじめが犯罪行為として取り扱われるべきものであると認めるときは、所轄警察署と連携し

て対応する。 

（３）いじめにより生徒の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いや、相当の期間学校を欠

席することを余儀なくされている疑いがあるなどの重大事態が発生した場合は、速やかに教

育委員会に報告し、連携して事態への対処や事実関係を明確にするための調査等を行う。 

 

６ 保護者への連絡と支援・助言 

 いじめが確認された場合は、その日のうちに保護者に事実関係を伝え、いじめを受けた児 

童・生徒とその保護者に対する支援や、いじめを行った児童・生徒の保護者に対する助言を 

行う。また、事実確認のための聞き取りやアンケート等により判明したいじめ事案に関す 

る情報を適切に提供する。 

 

７ 懲戒権の適切な行使 

教育上必要があると認めるときは、学校教育法第１１条の規定に基づき、適切に、児童・生徒

に対して懲戒を加える。 

ただし、いじめには様々な要因があることに鑑み、懲戒を加える際には、主観的な感情に任せ

て一方的に行うのではなく、教育的配慮に十分に留意し、いじめた児童・生徒が自らの行為を理

解し、健全な人間関係を育むことができるように促す。 

 

８ 生徒会による取り組みの推進 

①生徒会が行う取り組み 

（東三鷹学園スタンダード「思いやり合言葉（TEH 作成）」をもとに、いじめ撲滅の呼びかけ等） 

②いじめ撲滅をテーマとした意見交換 

 ③いじめ防止をテーマとした標語やポスター作り 

 

９ 学校評価の実施 

  ①学校評価において、いじめの早期発見、いじめの再発を防止するための取組等について自己

評価を行う 

  ②コミュニティ・スクール委員会で実施する学園評価において、いじめの早期発見、いじめの

再発を防止するための取組等について評価を行う。 

②コミュニティ・スクール委員会に報告し、適正に学校関係者評価が行われるようにする。 

 

 

 

 


